
 

 

社会福祉法人茂樹会 行動計画 

 

 

  職員がその能力を発揮し、仕事と生活の調和を図り働きやすい雇用環境の整備を行う 

とともに、女性活躍の更なる推進を行うため、次のように行動計画を策定する。 

 

 

１．計画期間 令和７年４月１日 ～ 令和１４年 3月 31日までの 7年間 

 

２．内容 

 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和７年 ４月～ 所定外労働の現状を把握 

           管理職を対象とした研修の実施 

●令和７年 ５月～ 管理者会議にて再検討開始、各部署の問題点の再検討 

内容等について社内掲示などにより職員に再度周知 

●令和７年 ６月～ ノー残業デーの強化実施 

 

 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和７年 ４月～ 年次有給休暇の取得状況について各部署の現状を再度把握 

           管理者会議にて検討開始 

 ●令和７年 ５月～ 年次有給休暇取得促進を会議や掲示等で再度周知する 

 

 

目標１：令和７年６月１日までに、所定外労働を削減するため及び働き方改革の

推進のためノー残業デーを再周知、実施します。 

※利用者の緊急時対応は除きます。 

 

目標２：令和９年３月までに年次有給休暇の取得日数を、一人あたり平均年間 

１２日以上を目指す。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和７年 ４月～ 管理者会議にて再検討開始 

 ●令和７年 ５月～ 施設行事や学校授業などを使い、施設と学校等との相互理解 

と交流を促進し、社会福祉事業の啓発に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和７年 ４月～ 管理者会議にて検討開始 

           対象職員への面談および育成研修等の実施 

 ●令和８年 ２月  年度末に割合状況を確認し、適材人員の昇給等を提案する。 

 

 

 

 

令和７年３月３１日 制定 

 

 

 

社会福祉法人 茂樹会        

理事長 小林 明         

 

目標３：地域の保育園、幼稚園、小学校、中学校の児童・生徒が、福祉や介護 

について楽しく学べる機会を、施設内外で年１０回の機会を確保し 

提供する。 

目標４：計画期間中、女性職員を積極的に採用し、かつ管理職および指導職 

（主任級以上）に占める女性の割合を５０％以上確保維持する。 


